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令和　5　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立三池高等学校長

自己評価 学校関係者評価

学校運営計画（４月）
評　価

（総　合）

　自己評価は

　Ａ　　適切である

　Ｂ　　概ね適切である

　Ｃ　　やや不適切である

　Ｄ　　不適切である

学校運営方針 県立高校として福岡県の目指す教育目標に沿いながら、校訓である「進取、至誠、自治」の精神を涵養する教育を行う。

Ａ生徒に自己存在感を深めさせながら、自己の可能性の開発を援助することで、自己指導能力の育成を目指す。様々な場面
で、生徒が自ら考え、発表する場面を設け、新しいアイデアを尊重する環境を作る。その一環として、生徒会活動、部活
動の一層の活性化を図る。

（４）広報活動の充実
三池高校の良さを再確認するとともに、中学生や保護者、地域の方々にＰＲする様々な方策を考え実行に移す。特に、本
校生徒が直接広報する場面を多く作る。

（５）学校安全（生活安全、交通安全、
　　　災害安全）に対する意識の向上

生徒が自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる資質・能力を育成するととも
に、生徒の安全を確保する環境を整備する。そのために、ボランティア活動や社会貢献活動などの体験活動の機会を設定
する。また、日常の環境整備の徹底を図る。

（６）課題を抱える生徒への個別の支援
個別課題の特質を理解し、一人一人の生徒に応じた指導や支援、あるいは関係機関との連携など、適切で効果的な支援を
行う。そのために、生徒指導に関する研修を実施し、職員の共通認識を図る。

Ａ

昨年度の成果と課題 重点目標 具体的目標

　感染症防止対策を講じながら、可能な限り教育活動を実
施することができた。しかし、保護者や外部の方に本校の
教育活動を見てもらうことができず、PR活動も十分にでき
なかった。
大牟田市内の中学生人口の減少、私立高校の専願入試等の
影響もあり、定員割れが生じた。高校入試の見直し、大学
進学実績の向上、中学生が三池高校を自ら選択するよう
な、三池高校の魅力の発信が急務である。
ＩＣＴの活用に関する環境整備は整ってきているが、どの
教員も気軽に利用でき、必要に応じて対面からリモートに
すぐに切り替え、教室以外でも生徒が学ぶことができる体
制を、より一層整える必要がある。併せて、研修や授業改
善により、教員間のＩＣＴ活用の差を無くしていく。
生徒の理解度の差が広がっており、授業の展開の工夫が急
務である。一人一台端末を利用し、生徒の状況にあった課
題の提示やアドバイスを行い、「個別最適な学び」の推進
を図る必要がある。
　生徒は素直であるが、積極的に自己を表現する経験が少
ない。自主的に発言したり活動する場を増やし、失敗を恐
れず自己主張する経験を積ませ、各自の希望進路実現につ
なげたい。

（１）「個別最適な学び」および「協働
　　　的な学び」の実践

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を日々行い、教師及び生徒がＩＣＴを活用しながら「個別最適な
学び」や「協働的な学び」等を推進する。特に、一人一台端末の活用法を各教科、分掌等で研究を深める。また、難易度
の違う複数の教材や課題を準備し、生徒のニーズに合わせて提供することにより、生徒の自発的な学びを促す。

（２）計画的なキャリア教育の実施

教育活動全体を通じて、ガイダンスとカウンセリングの機能を充実させながら、生徒一人一人の可能性を最大限に発揮で
きるように計画的にキャリア教育を実施する。特に、特別活動や、総合的な探究の時間を有効に使い、三年間を見通した
効果的なスケジュールを組み、全職員で共通認識を持ち、進める。生徒が高い進路意識を維持するだけの学力を計画的に
身に付けさせる。また、国公立大学志望者のモチベーションを維持し、私大や指定校推薦に安易に流れない指導を行う.

（３）生徒の「進取」、「自治」の意識
　　　の育成

自ら心と体の健康に留意できる態度を身に付けさせ、皆勤を目指して生活させる。

基本的な生活習慣の中に、それぞれの学年に応じた学習習慣を確実に位置づけさせる。

生徒の実態と多様な進路希望に対応するた
め、一層の授業の工夫・改善が進める。

ICT活用、言語活動の充実に根ざし、学ぶ喜びを感じる授業を目指す。

B自己の課題を発見し、解決できる能力を身に付けるため、各教科との連携を図る。

進路実現を見通した学力の向上のため、生徒の学習時間の充実に取り組む。

学校関係者評価委員会からの意見

学
事
部

教
務
班

学習習慣の定着を目標に、生活習慣の見直し
を中心としたを指導を充実させる。

三高生らしい生活習慣とともに、自ら考え行動できる力を身に付けさせる。

B

B

○個に応じた学習指導の充実を図る。

○ＩＣＴ活用及び言語活動の充実による
授業改善を推進する。

○生徒の希望や実態に応じた教育課程の
検討する。

Ｂ
□学習評価等の改善を着実に実行さ
れている。今後も継続して教育課程
の編纂に取り組んでいただき、協働
的な学びや個別最適な学びができる
ように取り組んでいただきたい。
□次年度の1年生からＡＩ学習ソフ
トを導入されるようであるが、生徒
任せにするのではなく、活用方法と
学習効果を検証していただきたい。

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価（３月） 次年度の主な課題 項目ごとの評価

本校の独自性を高めた、教育課程編成や学習
評価の改善に取組む。

学習指導要領や新たな入試制度に対応できる教育課程の編成に取り組む。

B学習内容に適した評価の観点・規準を設定し、的確な評価により学習指導に活用する。

３年間の指導計画、評価の観点を明確にし、見通しをもって生徒が授業に臨めるよう工夫する。

総
務
班

学校行事の円滑な運営

各行事の計画を2ヶ月前から立て、各部・各班や学年との連絡調整を緊密に行う。

B

庶務関係業務のスリム化

○授業時間や時数になるべく影響がでないよう
に、事前に各担当と確認を行い、綿密な計画を立
てるようにしていく。

○実施要項を早めに呈示し周知を図ることで、教
育活動が円滑にすすむようにしていく。

○学校行事が飽和状態にある。現在実施している
学校行事の教育的意義について検討を行い、重複
する行事については存続すべきかどうかも含め十
分審議を行い、学校行事のスクラップアンドビル
ドを行う。

Ｂ

□学校行事をコロナ前と同様に実施で
きたことは評価できる。特に三高祭は
今年から、二日間実施し質的にもかな
り充実した行事となっていた。加えて
一般公開では約1000人の来場者がある
など、生徒の充実した取組を大きくＰ
Ｒできた行事であったと評価できる。
次年度は校舎改築もあり、全ての行事
において、使用施設の確保等大きな課
題を抱えることになるが、中学生を始
めとする学校外の方々への大きなＰＲ
となるので叡智を尽くして実施してい
ただきたい。

各行事の業務分担割については、業務内容や担当分掌に鑑みて適材適所で配置する。

実施要項を1ヶ月前に提示し、計画的かつ円滑に運営できるようにする。

職員への連絡や配布プリント等にICTを有効活用する。

B実施後の記録や文書の管理と整理を適切に行う。

諸業務の内容を精査し業務内容のスリム化を図る。

父母教師会との連携の円滑化

父母教師会の諸行事が円滑に進むように補佐する。

A同窓会事務係との連絡を密に行い連携を図る。

関係機関との諸会議が円滑に進むように補佐する。
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評価項目 具体的目標 具体的方策 評価（３月） 次年度の主な課題 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

教
務
部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
広
報
班

本校の特色を中学校、地域へ向けて発信

校内行事等の定期発信を行い、SNS登録者数が1000人を超えることを目標とする。

A

B

○本校の教育活動を中学生や、地域住民の方々に
認知してもらうために、ＳＮＳの配信内容の工夫
を図り、次年度はSNSの総登録者数を1500人以上に
増やすことを目標とする。
○次年度は第１０学区中学生進路相談事業の担当
校であることから、県立学校の特色を中学生や保
護者に伝えることができる発表や展示を効果的に
行っていく。
○次年度は学校のＨＰ(CMS)をWordpressに移行す
る機会を利用して校内外の生徒が確認しやすいＨ
Ｐの作成を行う。
○学校パンフレットの作成は多くの時間を要する
為、前年度から一部作成を行う。
○ＡＩ学習教材「すらら」の導入に伴い、令和６
年度はタブレットの各自持ち帰りを基本とした環
境整備を行う。

Ｂ

□中学生やその保護者が知りたいと思って
いる情報や三池高校に興味を持たせること
のできる事柄や情報をリサーチし、発信し
続けていただきたい。三池高校に興味があ
る人はＳＮＳを覧れば学校の取組がよくわ
かるようにしていただきたい。
□入学者の増加に向けて、積極的な広報活
動がなされていると評価できる。今後も継
続して積極的な広報活動を行っていただき
たい。
□生徒一人一台のタブレットの活用実績は
あるが、フルに活用されているとは言えな
い。次年度はＡＩ学習ソフトの導入もある
ようなので、自宅での活用も推進するな
ど、フルに活用できるように指導していた
だきたい。

職員および在校生による中学校訪問、管理職による学習塾等の訪問を行い本校認知度の向上を図る。

ICT教育、新校舎等の本校の特色を進路相談事業および出前授業にて紹介する。

広報物の向上・充実

学校行事等の内容を含む三高だよりの定期的に発行し、校内の情報を発信する。

B特色あるパンフレット、募集ポスター、しおりの作成を行う。

閲覧者を増加させるために、ホームページ内のコンテンツを充実させる。

校内ICTの適切な管理

生徒・職員用ネットワークの適切な管理に努める。

B校務支援システムの適切な管理に努める。

情報機器の適切な管理に努める。

キ
ャ

リ
ア
育
成
部

進
路
指
導
班

進路研究・進路学習の充実

各学年の担当と学年との連携を密にした企画運営

A

生徒個々にあった進学・就職指導

模擬試験の成績向上

研
修
・
図
書
班

教科指導力の向上、多様化する生徒や時代に
求められる指導力向上、若年教員の授業力向
上を図る。

教育センター等の外部で研修などを積極的に呼びかける。

B

全教科・領域で人権教育に関する目標を年間
計画に盛り込み教育活動を行う。また、教育
実習を通して実習生の人間形成と教師として
の資質向上を目指す。

図書委員会主体で発表会や読書活動に推進し、定期的なライブラリーニュースを発行する。

図書委員合同研修会での主体的活動を通して生徒の自主性を育成する。

A

○多様化する社会に対応できるように、他分掌とも連
携して色々な分野の講師を招き講演会を実施するなど
長期的な視点でキャリア教育を実施する。
○3年間を見通した総合的な探究を推進していく為に
生徒の興味関心に合った高大連携等の校外での研究活
動を学校全体で計画するなど組織的な運用を図る。
○次年度からの新課程による新たな入試に向けて各教
科内容の変化や受験科目数の増加に柔軟に対応できる
ように課外授業や、長期休暇中の補習のあり方を検討
する。又、個別最適な学びのために、ICT教材の活用
方法を確立していかなければならない。

Ａ
□総合的な探究の時間については生
徒が多様な社会で活躍できるスキル
を育成できる活動であると考えられ
る。是非３年間を見通した計画書の
充実を図っていただきたい。

学部・学科研究等による進路意識の高揚

「志講演会」及び「出前講座」「リモート講義」をとおしてグローバルな視野を持った人材の育成

受験校・就職先の綿密な検討（入試制度を理解させ、有効な受験校選択・出願を促す。年間２回の受験校検討会実施する。就職希望生徒への丁寧な個別対応をする。）

A小論文・面接指導の充実（職員が連携した指導を行えるよう状況を整える。）

学校外部の様々な資格試験や研修会を紹介し、生徒に積極的に参加させる。

朝夕課外・土曜チャレンジセミナーの充実  （各教科・学年と連携し内容の検討を行い、柔軟に対応していく。）

A長期休業中の補習の充実

模試分析会の充実（１・２学年は各模試後に毎回分析会を実施。３学年は必ず教科で分析会を実施。学年・教科で課題解決策を考え、その内容を生徒へ還元する。)  

健
全
育
成
部

生
徒
指
導
班

基本的生活習慣の確立と自己指導能力の育成

積極的生徒指導をおこない、問題行動の未然防止に努める。

A

A

○ICT支援員を積極的に活用して、新しいソフトやア

プリの活用促進に繋がった。特に研修会によりデジタ

ル採点システムを多くの先生が活用するようになり職

員の超過勤務改善に繋がった。次年度も業務改善・授

業改善につながる研修を積極的に行っていく。

○１・２年生の人権教育授業は大まかな流れが確立で

きてきており、どこに焦点を充てるべきかという内容

の深化が見られた。

○図書委員の積極的な活動により６月に新図書室を開

室できた。次年度は、本の貸し出し件数の増加に向け

て、図書委員会等の委員会活動の活性化にむけた取組

を図っていきたい。

Ａ
□生徒一人一台のタブレット導入、
ＡＩ学習アプリ、自動採点システム
の導入などＩＣＴ機器の進化が止ま
らない。これらの機器を活用する以
上は、十分な活用と成果を出してい
ただけねばならない。すべての教職
員に対して研修の充実を図っていた
だきたい。

ICT支援員を活用し、2か月に一回程度の割合で端末の活用能力向上の研修時間を設ける。

授業アンケートによって自身の授業評価を分析し、若年教員を中心とした参観授業を行うことで授業者および若年者の授業力向上を図る。

人権教育に関する情報を収集し、実態に応じた指導内容を検討する。

A人権教育推進委員会で検討された内容を十分に理解するために、学年での事前検討会を2週間以上前に行う。

大学および担当教員との連携を十分に行い、余裕をもって企画立案を行っていく。

A

○学級担任・各学年と密な連携を図り、生徒個々に対し円滑

な教育的指導を施すことができた。次年度は「自己指導能

力」の育成と併せて、自立心を強化し、責任感を抱くともに

当事者意識を掲げられるような取組を提供することで、生徒

たちの「社会人基礎力」の向上を図りたい。

○　生徒会執行部を中心にほぼすべての学校行事を運営する

ことができた。今年度においては、大運動会では伝統の継承

を、三高祭では新たな挑戦をテーマに生徒の主体性を育むこ

とができた。

○　次年度以降は、生徒一人ひとりが「自己存在感」を持

ち、「共感的な人間関係」を形成しながら「自己決定」の場

を与えるような手立てを講じたい。

○校舎改築に伴う物理的な問題（活動場所等）や、教員数お

よび生徒数の減少に伴う部活動のあり方（部活動数等）につ

いて、早期に対応を図りたい。

Ａ

□二大行事を始めとする、本年度の
学校行事等の充実は評価できる。ま
た、生徒会によるＪＲ銀水駅のトイ
レ事業など積極的に地域の為になる
事業に参加する姿勢も評価できると
ころである。様々な取組に対する生
徒の変様を捉え、中学生や保護者、
地域にＳＮＳ等を駆使して発信する
ことができれば、更に学校に対する
評価は高まる。

講演会を実施し、生徒の規範意識の高揚を図る。

交通ルール遵守、命の大切さを訴え、自他に思いやりが持てる生徒を育成する。

新図書室の利用を促進し、生徒の読書量の増
加を図る。

学年や他分掌、教科と連携し読書に親しむ態度を育成する。

A

生徒会活動の充実

ビジョンを明確にし、生徒会執行部のリーダーシップのもと学校行事を充実させる。

A挨拶運動等を実施し、三高生としてふさわしい行動がとれる生徒を育成する。

生徒が主体的に学校行事等の運営をおこなうシステムを確立する。

部活動の活性化

部活動紹介や体験入部を充実させ、新入生の部活動加入を促進する。

B運動部集会を実施し、三高生の代表としての自覚を深めさせる。

教員数及び生徒数の減少に応じた部活動数の検討をおこなう。

保
健
班

生徒の健康の維持管理と教育相談の充実

疾病、感染症の予防と、自己の健康管理を主体的に行う力を身につけさせる。

A

A

○新型コロナウイルス感染は減少したが、インフルエ

ンザや咽頭結膜熱等の感染者が増加した。今後も引き

続き感染予防対策を継続する必要がある。

○教育相談のさらなる充実を図るため、SCだけでなく

必要に応じてSSWとの連携も行っていく。

○校舎改築工事に伴い、生徒が安全に学校生活を送る

ことができるよう危険箇所をチェックする。また、校

舎改築に伴う清掃区域の変更に適切に対処し環境美化

と安全点検の徹底を図る。

○いじめの未然防止に向け、職員研修や人権教育を充

実させるとともに、日々の教育活動の中で生徒と職

員、生徒同士のより良い人間関係を構築できる体制を

整える。

いじめ問題対策委員会を定期的に実施し、情報の共有と、その解決策について検討する。

A必要に応じて第三者の指導、助言を仰ぐ。

いじめの未然防止に向けて、職員研修、道徳教育、人権教育、啓発活動の充実を図る。

Ａ

□新型コロナ感染症による行動制限
が無くなってきているが、インフル
エンザ等をはじめとする感染症自体
はまだまだ猛威を振るっている。引
き続き感染防止対策の徹底や啓発活
動を充実させていただきたい。
□長期間の大規模改修工事に伴い、
職員・生徒の生活環境の制約が大き
な負担となることが推察される。今
後、職員・生徒のメンタルヘルスに
努めて頂きたい。

生徒自らが心身の健康課題に対し自主的に行動できるように、現状の把握を行い、指導・啓発活動を行う。

担任・学年・教科担当・保健室との連携により、迅速な対応を行う。また、関係機関との連携の充実を図る。

環境整備と安全教育の充実

月一大掃除の内容を充実させ、行事に連動して検討・計画する。

B美化委員会を中心に、清掃強化週間の実施や掃除道具の点検を行い、ゴミの分別・減量化を図る。

安全管理体制の整備と、職員の危機管理能力、資質の向上を図るとともに、生徒の安全対応能力を育成する。

いじめの未然防止と早期発見
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自己評価及び学校関係者評価委員会の評価をもとにまとめた改善策（項目を設定して、個条書きで記入すること。）

※　この欄は学校関係者評価委員会では記入しないこと。

集団の一員として、状況に応じた適切な態度・言葉遣いを身につけさる。

基礎学力の定着と進路意識の高揚

平均学習時間は平日120分以上、休日180分以上を目標とする。

B模試で平均偏差値50以上を目標とする。

理解度に応じて教材や課題を工夫し、学習意欲を向上させ、生徒の自発的な学びに繋げる。

学校関係者評価委員会からの意見

第1学年

基本的生活習慣の確立

挨拶・５分前行動・清掃の徹底により高校生としての社会性を醸成する。

A

A

○２年後の卒業後を見通した行動判断や目標設定

を主体的に行い、それを実践するための基礎作り

を行うことで次年度に繋げていく。また、集団と

して自らの行動を振り返る社会性を身につける。

○入学時の学力層に比較して鑑みれば、成果の伸

長は見られる。一方、中学時の基礎力の欠如が足

枷となっている現実もあり、限られた授業時間の

中で高等学校分野と並行しながらの指導を工夫し

ながら行う必要がある。

○生徒個々の、状況やニーズを学年団全体で多角

的視点から捉えて共有し、また保護者との連携を

各クラス担任を中心に行うことで、生徒一人一人

に応じた指導を心がける。

Ａ

□多様性が認められる時代となり、
様々な価値観をもつ生徒が入学され
ていることが推察される。生徒一人
一人のニーズに応じた指導は困難を
極めることは想像できるが、様々な
価値観を持つ生徒のニーズにできる
だけ寄り添った指導を行っていただ
くことが今後の生徒募集に繋がる思
われるので、きめ細やかな指導を継
続して実施していただきたい。

身の周りの整理整頓・提出期限の遵守により自己管理を徹底させる。

評価項目 具体的目標 具体的方策 評価（３月） 次年度の主な課題 項目ごとの評価

個別支援の充実

職員間の情報交換を密にし、関係機関とも連携を図り、個に応じた支援を行う。

A各種アンケートや面談を充実させ、生徒の現状把握に努め、諸問題の未然防止に繋げる。

保護者との信頼関係を築き、生徒の諸問題の早期発見・早期解決に繋げる。

第2学年

進取の精神と学びに向かう力の涵養

生徒が自ら考え発表する場面、アイデアを尊重する環境の設定（三高祭等）

A

進路意識の向上とキャリア教育の充実 A

きめ細やかな生徒指導と学校・家庭との連携

○受験生として新たな基本的生活習慣の確立が

課題である。学習の質を高め、安定した体調・

精神的自己管理を身につけることができるよう

に継続した指導を行う。

○進路実現に向けて、自らの夢ややりたいこと

が見つけられていない、様々な体験活動を通し

て、感覚的な側面からもアプローチを行ってい

く。

○現在も生徒・保護者に対してきめ細やかで丁

寧な対応を行ってきているが、まだまだ改善点

もみられる。今後、第三者機関のSSWと連携を

図り、迅速な対応ができるよう準備が必要であ

る。

Ａ

□本年度は新型コロナ感染症感染や
インフルエンザ等の蔓延の不安が拭
い切れない中にあっても、様々な工
夫を凝らして、修学旅行を始めとす
る、予定していた全ての学校行事を
制限無く実施したことは評価でき
る。

□充実した学校行事の様子を外に向
けて発信することは最大の広報活動
に繋がる。ＳＮＳ等を駆使して情報
発信に努めて頂きたい。

３点固定定着（起床・学習開始・就寝）、学習時間（目標３時間）の確保に向け生活の記録の見える化の取り組み

個に応じた学びとして生徒のニーズに合わせたICT活用の取り組み

受験を見据えて教科横断的な視点で総合的な探究の時間や各教科での内容の検討、実施

A生徒の現状を見抜き、適切な講話や講演等の進路学習の実施

やりたいことを見いだせるよう、校内外活動での選択の場の設定（修学旅行、進路研究、ボランティア活動、等）

生徒自身が善悪の判断をつけ、自己決定・自立できるよう明確かつ具体的な指導の実施

B学校・家庭・第三者機関との連携強化、的確な情報共有、迅速な初期対応

学年便りやインスタグラム等の配信、PTA懇談会等による継続的な学校・家庭間の情報共有

第3学年

進路実現に向けた個・集団の資質能力の向上

国公立大学合格３５名以上、西南学院大学合格２０名以上、福岡大学合格６０名以上を目標とし、集団としての進学意識の醸成を図る。

A

豊かな人格・人間性の育成 A

○生徒との面談をとおして進路希望をいち早く
キャッチし、適切なアドバイスをできた。ま
た、推薦入試の受験希望者には職員による個別
面接やグループディスカッションの指導の充実
を図ることができた。
○自己の決定を尊重した指導ができたと。しか
しながら自分の考えに固執した生徒に対する進
路指導に多くの時間を要した。2年生までの指
導の経緯も踏まえた継続的な言葉かけを心がけ
ていきたい。
○出席が常でない生徒に対しては、次年度以降
も各関係機関・養護教諭と情報交換を密にして
組織的な指導を行っていくことを心がけていき
たい。

Ａ

□生徒の進路実現に向けて最後ま
で生徒に寄り添った丁寧な指導を
お願いしたい。

□進路実績は三池高校を目指す中
学生や保護者の最大の関心事であ
る。進路実現に向けた指導や実績
を最大限にＰＲできるようにして
いただきたい。

定期的な二者面談をもとにガイダンス機能を充実させ、早期の目標決定を目指す。

最新の入試情報をいち早くキャッチし、総合型・学校推薦型選抜における生徒の適正理解に努め、個別指導の充実を図る。

大運動会を中心とした学校行事や部活動をとおして、全人格的な成長、「最上級生としての自覚」の醸成を図る。

B生徒主体・自己理解・自己決定の場を日頃から設け、生徒指導を充実し、主権者・社会人としての自覚を育成する。

取り組んだ結果はもとより、その過程を重視し、生徒への適切な評価を心掛ける。

学校・家庭・関係機関の連携を軸とした生徒
指導の充実

定期的な担任会はもとより、普段からの生徒情報交換を密にすることで、適切な生徒指導を行う。

A保護者との連絡をさらに密にし、教員と保護者が互いに足りない部分を補い合いながら課題解決の手だてを講じる。

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、関係機関の協力を仰ぎながら、課題を抱える生徒への手立てを講じる。

事務部

各部（班）の具体的方策実施に必要な経費を
捻出するための学校運営費の効率的な執行

昨年度比100万円減額となった学校運営費の効率的な運用

A

大規模改築工事と学校運営の円滑な遂行

（１）「個別最適な学び」および「協働的な学び」の実践
（２）計画的なキャリア教育の実施
（３）生徒の「進取」、「自治」の意識の醸成
（４）生徒募集に繋がる広報活動の充実
（５）学校安全（生活安全、交通安全、災害安全）に対する意識の向上
（６）課題を抱える生徒への個別の支援

・特になし

0

0

00

0

標記項目以外のものに関する意見

A

○校舎改築が令和８年度まで行われる
ため、それに伴う予想外の支出を含め
た予算組みが必要である。

○櫪友会館に移転し使用できる部品が
限られているため、整理整頓、転倒防
止、消防法等について啓発していく。

Ａ
□大規模改築事業計画が着実に進
められているが、工期が約２年間
という長期に及ぶので、可能な限
り職員・生徒の負担がかからず、
快適に過ごせるように進めて頂き
たい。

光熱水費と物価上昇に伴い購入物品を精選

予算状況の定期的な公開と執行に関して学校重点目標への貢献の確認

擁壁工事と櫪友会館、天翔館工事と学校行事との両立

A12月末の管理諸室移転の備えた準備と校内での確実な情報伝達・調整

新校舎の運用と工事に伴う事故の未然防止と注意喚起
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